








































































生きる力 学士力 キー・コンピテンシー 
（主要能力） 































































































































































































































































































































































































98年 99年 00年 01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年 
派遣大学数 1 3 3 4 8 11 13 13 17 12 11 11 
学生数 27 56 50 54 56 66 90 102 108 77 62 72 











































































←あり 単位 なし→ 
←なし 報酬 あり→ 
図１　インターンシップの類型と改善の方向性 
（出所）引用・参考文献［６］ P99 に加筆（※加筆箇所はゴシック体） 
［13］堀有喜衣「第Ⅰ部　大学と学生」佐藤博樹・堀有喜衣・堀田聰子『人材育成としてのインターンシップ―キャ
リア教育と社員教育のために―』労働新聞社、2006年
［14］中央教育審議会「キャリア教育・職業教育特別部会（第１回） 配付資料」2009年１月16日
［15］富士通オフィス機器『職業人意識（YES‐プログラム対応）』ビジネス教材シリーズ、FOM出版、2005年
［16］有田五郎・今井昭正・上憲治・戸川隆夫・村林栄彦『実学キャリア入門―社会人力を体感する』学文社、2009年
［17］真弓徳光・手嶋慎介「「社会体験学習・実習」の課題と展望 : 体験型学習を中心とした「ビジネス実務学」の
構築をめざして」『高田短期大学紀要』27、2009年、pp.143-159
［18］中央職業能力開発協会「キャリア・コンサルティング研究会報告書」2010年３月
［19］愛知中小企業家同友会『インターンシップ参加学生感想文集　2009年度』インターンシップ終了式・配布資料、
2009年
* なお、本稿は、愛知東邦大学地域創造研究所「学生支援の質向上研究部会」に対する助成による共同研究の成果の
一部である。
〈注〉
１）平成21年度、志願者に対する入学者の割合は92.7％に達したが、「大学全入」時代には至らなかった。
２）学士力保証に関しては多くを［２、３］に負っている。
３）ただし、この統計には、専門職業人養成の目的に必須とされる実習（例えば医療系分野における各種の実習や，
教職課程における教育実習）は含まれていない。それらを含めると実施割合はさらに増える。
４）後で述べる愛知中小企業家同友会インターンシップまとめ会議（2009年10月20日）での大学側からの少なく
ない意見であった。
５）愛知東邦大学地域創造研究所「学生支援の質向上研究部会」に対する共同研究助成により京都精華大学を視察
訪問した。その際の聞き取り調査の一部として内容についてお尋ねすることが出来た。それらについて本稿で
は詳述しないが、機会をくださった関係各位には、この場を借りてお礼申し上げます。
６）例えば「実際に長期間、企業の中でメンバーの一人としてプロジェクトをまわすことで、仕事を身をもって知
ることや、自分の成長を促すためのチャンスとして行うインターンシップ。学業と両立させながら行う、いわ
ば「お仕事」なのだ。」とされる『ホンキ系インターンシップ』（http://www.honki-i.net/）がある。これに
ついては、この実施を手がけるNPO法人G-netのインターンシップ学生から、取り組み中のイベントのPRの機
会が欲しいという依頼を受けたことから知ることとなった。
７）コミュニケーション能力、職業人意識、基礎学力(読み書き)、基礎学力(計算・計数・数学的思考力)、基礎学力
(社会人常識)、ビジネスマナーに加え、資格取得により就職基礎能力を公証する事業が「若年者就職基礎能力
支援事業（YES-プログラム）」であったが、平成21年に行われた行政刷新会議の事業仕分けにおいて「廃止」
と判定されたことを受け、厚生労働省の対応としては平成21年度限りで廃止となった。
８）このアンケートは、2008年度日本ビジネス実務学会中部ブロック研究発表「学生高校進路指導に関する意識調
査」（浜松学院大学・戸田昭直教授）として発表された調査票に加筆修正したものである。転用をご快諾くださ
った戸田先生にはこの場をお借りして、お礼申し上げます。
９）アンケートは平成21年度『講義』の通常授業時に行われ、対象者は履修者（授業出席者）の53名である。
10）１年以上の期間にわたるものもあるが、ここでは２週間（約10日間、約80時間）と比して長期という意味で
「長期インターンシップ」としている。
11）海外インターンシップが実施されたのは平成19年が最後となっていることもあり、プログラムの再構築の必要
性が高い。詳細は別稿に譲りたい。
12）ジョブ・カード制度とは、個人の職業経験や職業訓練経験などのキャリアを詳細にまとめ、それらをキャリ
ア・コンサルタントが確認、認定した「ジョブ・カード」を発行し、就職・転職に活用する制度であり、日本
政府が「成長力底上げ戦略」として打ち出した制度の一つとして推進されているものである。筆者自身、登録
キャリア・コンサルタントとなりジョブ・カード発行の資格を得たが現在のところ実施する機会はない。ジョ
ブ・カード制度事業「津連絡会」委員として携わった経緯もあり、応用・活用を試みた。
13）筆者は平成20年度担当ではなかったこともあり、ジョブ・カード作成を介して履修学生の指導・理解、信頼関
係の構築を行っていくという意図もあった。
8
14） 全国の国・公・私立の中学校及び高等学校（全日制・定時制・通信制）を対象に、平成20年度の中学校職場体
験・高等学校インターンシップの全国的な実施状況を平成21年３月現在で取りまとめられた「平成20年度職
場体験・インターンシップ実施状況等調査結果（国立教育政策研究所生徒指導研究センター、平成21年８月４
日）」によれば、 公立高等学校（全日制・定時制）における実施率は、69.1％であり、おおむね妥当な結果と
いえよう。
15）ここで「役立つ」「役立たない」という理由は明確にならないことに加え、「役立つ」という表現そのものも再
考の余地があろう。項目としては「あなたが、高等学校在学中に受けた以下の進路指導について、どのような
感想を持っていますか。該当する記号に○を付けてください。」とし、「大変役立った」から「やや役立った」
「あまり役に立たなかった」「役に立たなかった」の四段階である。また「インターンシップ」としたものの現
場実習等も含むものとした。
16） 各論点は以下の通りである。「論点１　大学の関わり―単位取得という目的と支援の見直し」「論点２　インタ
ーンシップは教育か労働か―インターンシップ手当、希望の企業、指導担当者」「論点３　インターンシップ
の期間と仕事タイプ―効果的なインターンシップ」「論点４　就職との関連について」「論点５　インターンシ
ップの要件とは」
17）「教育内容・方法の改善・充実」については「アカデミックな教育研究と社会での実地の体験を結び付けること
が可能となり、大学等における教育内容・方法の改善・充実につながる。また、学生の新たな学習意欲を喚起
する契機となることも期待できる。」とされる。「高い職業意識の育成」については「学生が自己の職業適性や
将来設計について考える機会となり、主体的な職業選択や高い職業意識の育成が図られる。また、これにより、
就職後の職場への適応力や定着率の向上にもつながる。」とされる。「自主性・独創性のある人材の育成」につ
いては「企業等の現場において就業体験を積み、専門分野における高度な知識・技術に触れながら実務能力を
高めることは、自主的に考え行動できる人材の育成にもつながる。（後略）」とされる。
18） 本事例に関連して言えば、インターンシップを含む正課科目の「キャリアデザイン科目」群の履修状況が「就
職合宿」（平成21年度　文部科学省「大学教育・学生支援推進事業」【テーマB】学生支援推進プログラムに採
択された取組「小さな大学のキャリア支援 －大きな夢を育てる就職合宿－」）でのグループ分けの基準とされ
ている。
19） 愛知中小企業家同友会では「研修」とされるが「実習」との表現も一般的であり、本稿では特別な使い分けを
しているわけではない。新入社員研修の内容をアレンジしインターンシップを実施する企業も少なくないこと
からインターンシップ研修と呼ばれるのであろう。
20） 本事例のインターンシップ学生２名も実行委員として参画し、司会進行なども行っていた。
受理日　平成22年4月5日
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